令和4年（2022）度事業計画書

特定非営利活動法人働く者のメンタルヘルス相談室
Ⅰ　事業期間

2022年4月1日～2023年3月31日

1.兵庫県を中心に関西では学校防災教育が進んでいます。学校防災に参加する子供たちの活動紹介、横の連携、交流する場を設けます。

2. 子どもたちの活動の成果を地域の大人に伝えます。防災マインドを持つ市民を増やします。

これまで大東市、東大阪市、寝屋川市でで防災パネル展を開催し手来ました。この活動の中で兵庫県 兵庫県立尼崎小田高等学校　看護医療・健康類型と大阪府 堺市立金岡南中学校理科部「防災研究班」との協力関係が強化され、両校とも防災展に自校の活動報告パネルを出展していただいただけでなく、金岡南中学校は２度のわたり2０名以上の生徒が直接参加してくれました。

大人は過去の経験で大丈夫と判断しがちですが、学校防災教育を受けた子供たちが最新の知識と行動力を持っています。防災は子どもたちから大人へ伝えることで大人も動きやすくなります。継続助成で学校防災を軸にした地域の持続的な防災の確立をめざします。

実施校は自分たちの活動成果を一般に知らせる場の不足を訴えていています。

多くの学校防災活動の紹介と、学校同士の交流の場を設け、さらにその場に一般の市民も参加できる仕組みが必要と思います。
Ⅲ　事業の実施内容
　１　特定非営利活動に係る事業

　（１）（事業名）学校防災の成果紹介と交流の場を通して、子どもたちから地域の大人へ伝える防災の広がりを作る
　　　　（内　容）上記活動内容参照　　

　　　　（実施場所）大東市サーティホール展示室
　　　　（実施日時）７月
　　　　（事業の対象者）一般市民
　　　　（収　益）0
　　　　
　　　　（費　用）490000円
3. 分かち合いの会は、2006年自殺対策基本法施工以降、全国で相次いで生まれました。国が自殺は社会的課題としたことで、自死を語りことができるようになったのです。それから15年。分かち合いの会の代表も高齢化してきました。どの会も個性の強い代表に率いられてここまでやってきました。これまでの足跡を振り返り、これからを考える時期が来ました。

15年間の足跡をまとめ整理し、今後を考える資料を次世代に残すことが必要です。記録の伝達、継承がなければ、分かち合いの会の存続にも影響があります。阪神大震災から27年、東日本大震災から11年。語り部の次世代への承継が課題です。分かち合いの会も承継が急がれます。

全国の各遺族会（の代表者）に個別にインタビューをして，ケーススタディとしてまとめて報告書を作成します。記憶、記録を整理し次世代につなぎます。
Ⅳ　社員総会の開催状況

　第18回通常総会

（日　時）2023年3月下旬
（場　所）NPO事務所
（
（内　容）　　

Ⅴ　理事会その他の役員会の開催状況

　第17回理事会2023年3月下旬　場所NPO事務所
0

